
                 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 熊本市医師会館において、10 月 1 日熊本市小児科医会と熊本市保育園連盟理事との連絡会

が開催されました。講師に国立病院機構熊本医療センターの水上智之先生をお招きし、現在直面

している新型コロナウイルス感染症について、事前に連盟会員より提出された質問を踏まえ、乳幼

児を預かっているこども園・保育園等がどのような対処をするべきか、お聞かせいただきました。 

事前質問では、乳幼児の重症化、園児のマスク着用、園内換気（飛沫・パーテーション・空気清浄

機等）に集中、園児のマスク着用については、熱中症や嘔吐における窒息の危険などから、日本

小児科学会では乳幼児のマスク着用を推奨しておらず、周りの大人が必ず不織布マスクを正しく

着用することが大切である。また、現在、注視されている飛沫感染を防ぐためには、換気すること

が大切であり、空気の流れを作るためには、二方向の窓をあける。一方向の場合、空気が部屋の

中でぐるぐる回っているだけ効果が薄く、二方向開けていれば 30 分で部屋の空気が 99.9%入

れ替わる。換気扇を付けたり、扇風機等を活用することも大切である。さらに、パーテーションの有

効性については意見が分かれており、空気清浄機については薬剤が噴霧されるものは危険との

ご意見もいただきました。短い時間の懇談ではありましたが、子どもたちの安全を考える有意義な

お話でした。 

 
 

今年で開設 20年目を迎える立田山野外保育センターでは、これまでの取り組みを振り返り、

子どもたちの育ちの現状を踏まえた今後の施設の在り方、整備、運営等について、基本的な考え

方をまとめるために有識者や自然活動団体、地域の代表、行政、保育園連盟からなる策定委員会

を設置し、基本計画を策定しています。 

7月からこれまでに４回の委員会を開催し、基本計画の素案がまとまりました。この素案につい

て、11月に連盟会員や立田山野外保育センター審議会等の意見を聞き、年内には基本計画を策

定することとしておりますので、会員の皆様のご意見をお待ちしています。基本計画の主な内容は

以下の通りです。 

 【目的】 主に就学前児童の心身の健康と豊かな個性を育む。 

 【目標】 子どもが自然の中でのびのびと遊び、心のふれあいを通して、 

思いやりと人間的豊かさ、さらに生きる力と知恵を持った 

「たくましい肥後っ子」を育てる。 

 【基本方針】 １ 子どもの活動を支援する施設   ２ 子育て支援施設 

３ 養育者の野外活動支援施設   ４ 立田山の情報発信施設 
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信頼をされる保育はまず安全 No.1 

 

立田山野外保育センター基本計画（素案）まとまる 

 

 

 

小児科医会連絡会を開催 

 
 



                 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍の感染対策 幼保連携型認定こども園 くほんじこども園 

 新型コロナウィルスの主たる感染経路は、呼吸器を介した飛沫、空

気感染と言われています。つまり、手にウィルスが付いたとしても、手

からは体内に入ることはありません。その手を粘膜や呼吸器に取り込 

まなければ感染しないわけです。 

飛沫感染を防止するには換気ですが、「換気」と言われてもピンと

来ません。これを煙草の煙と置き換えたらどうでしょう。空気中を漂

う粒子という考えと同じです。煙草を部屋

の中で吸い続けたら部屋がどんどん充満

して息苦しくなります。同じように陽性の

人が話続けていたら部屋中にウィルスが

充満します。その充満した部屋を気持ちよくするために「換気」が必要

です。しかし、窓を 1 箇所だけ開けても空気は流れません。「空気の通

り道」を作ってあげなければいけません。部屋の対角にある窓を開けて効率的にすることが大事

です。「嫌なにおいの煙草の煙を追い出す！」そうやって考えると窓の開け方も空気を外に出す側

を大きくすればいいことです。扇風機、CO2 濃度測定器などを上手く利用し、正しい知識で現場

が疲弊しないようにと思っています。 

コロナ禍の中での保育の工夫 幼保連携型認定こども園 たから子ども園 

 コロナ禍における世相での園生活の課題とし

て、「感染対策」と「子どもの育ち」を両立させる

ための環境整備の問題があげられます。それ

に対し本園では、コロナ禍の中での業務見直し

をするために、まずクラスごとで登園から降園

まで、現在行っている感染対策の「時系列での書き出

し」を行いました。それに加え、本当はやるべき対応と思うが出来ていないこ

とも記入しました。そして、その資料を元にコロナ禍の中での感染対策と充実

した教育・保育の見直しを考えて日常に活かしています。今後は、それらの資

料を用いたクラスの垣根を超えるミーティングも行う予定です。 

又、各種行事が中止・制限される中で、リモートによる「保護者説明会」や

「保護者参観」、既存の行事の大幅な内容変更や見直し等を行いました。この

ことは、保護者と園とのつながりへの対応は勿論のこと、「何もできない」と思ってしまう時世に、子

ども達や職員のモチベーションを上げる意味でも大切なことと感じています。 

 

 

 

安全は一人の目よりみんなの目 No.2 

 

 

 



                 

 

 

 

 

 

 

保育園でかぼちゃを育てたよ 梶尾保育園 

子ども達が毎日楽しく遊んでいる園庭に年長児クラスのみんなでか

ぼちゃの種を植えました。はじめは小さい種からどのようにかぼちゃが

育つのか想像がつかずかぼちゃの成長よりも遊具等で遊ぶことの方

が楽しかった子ども達もかぼちゃの芽がでてくると「先生芽が出てるよ」

「今日は花が咲いてる」と少しずつ興味を持ち始め、園庭に行くと「大き

くなってるかな」とかぼちゃの所へ行き成

長を喜んでいました。みんなでかぼちゃ

を大きく育てようという所からお当番さ

んが毎日水やりを行うようにし、子ども達

のお世話のおかげでかぼちゃは大きく成

長し収穫することができました。給食の

先生に調理していただきみんなで食べたかぼちゃの煮物はとてもおいしく普段野菜が苦手でなか

なか進まない子も「このかぼちゃ甘くておいしい」とパクパク食べる姿があり自分たちで育てたも

のを食べるということは特別な味なんだなと感じました。これからも子ども達がやりたいと思えるよ

うな食育活動を通して食への興味関心が高まるようにしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理 事 会 12月 7日(火) 
市民会館シアーズホーム夢ホール 

第 7 会議室 

園 長 会 12月 16日(木) 
市民会館シアーズホーム夢ホール 

大会議室 

No.3 

 

子どもらの安全守る保育士愛 

 
 

 

 

1２月の予定 新型コロナウイルス感染拡大防止により

延期・中止する場合がございます。 

 



                 

 

 

 

 

 

 

 


